
外国語学部３つのポリシー（～2022 年度） 

アドミッション･ポリシー（⼊学者受⼊れの⽅針） 

神田外語大学の理念は、『言葉は世界をつなぐ平和の礎』です。このため本学の教育は、『わが国の伝統と文化を究明し、諸外国の文化を理解し、

国際社会の一員として世界に貢献し得る人材を育成』することを目的としています。本学では、次のような学生を広く求めています。 

 

〇高等学校等において、基本的な知識・技能・コミュニケーション能力を習得している人。 

〇外国語と外国の文化に興味を持ち、将来国際社会の一員として活躍する意欲のある人。 

〇本大学で実践的な外国語運用能力を習得する強い意志を持っている人。  
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カリキュラム・ポリシー（教育課程に関する⽅針） 

神田外語大学では、建学の理念に基づき、高度の外国語運用能力を涵養すると共に、専攻言語圏の様々な事柄に対する知識を教授することで、

豊かな教養を有し国際社会に貢献しうる人材の育成を教育の目標としています。 

 

〇授業科目は、外国語科目、特別演習科目、基礎科目、研究科目、研究演習、卒業論文及び自由選択科目に区分され、これらを適切な年次に配当

することによって、「言葉」と「文化」の両面について、バランス良く、また体系的に学習できるカリキュラムを構成しています。 

 

〇外国語教育に関しては、各専攻言語に具体的な到達目標を設定し、「読む、書く、話す、聞く」の技能を総合的に駆使することのできる言語運用

能力の養成を目指しています。これに加え、通訳・翻訳・討論・スピーチやプレゼンテーションの訓練を取り入れる等、高度で実践的な専攻言語の運

用能力を養成するための教育課程を編成しています。 

 

〇今日の国際社会における使用言語としての英語の役割を重視し、英語以外の言語を専攻している学生に対し、英語科目を必修とし、あわせて具

体的な到達目標を設定しています。これにより、専攻言語に加え、英語の実践的な運用能力の養成も図ります。 

 

〇言語の背景にある歴史・文化・社会・経済等の教育については、研究科目や研究演習の他、体系的かつ学際的に学習できるように、研究コースを

設置しています。様々な知識を系統立って修得させ、より豊かな教養を身につけさせるために、同コースの修了を卒業要件の一つとしています。 
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ディプロマ・ポリシー（卒業認定・学位授与に関する⽅針） 

神田外語大学では、高度の外国語運用能力と広い一般知識及び深い専門知識を身につけさせると共に、我が国の伝統文化を究明し、諸外国の文

化を理解し、国際社会の一員として世界に貢献し得る人材の育成を大学全体の目的としています。 また、各学科においても、前述の目的と関連さ

せた学科教育・研究目的を、以下のとおり設定しています。 上述の目的を達成するために編成された教育課程において、定められた卒業要件単

位を修得し、且つ研究コースを修了した場合に、卒業を認定し、学位を授与します。 

 

〇英米語学科 

多文化共生が求められる社会情勢のなかで、高度の英語運用能力を身につけさせると共に言語としての英語及び英語圏の様々な事柄に対する

知識を教授することにより、豊かな教養を有し国際社会に貢献しうる自立した人材を養成する。 

 

〇アジア言語学科 

多文化共生が求められる社会情勢のなかで、高度の専攻地域言語（中国語、韓国語、インドネシア語、ベトナム語、タイ語）の運用能力を身につけさ

せると共に英語運用能力養成にも力を注ぎ、また、言語としての専攻地域言語及び同言語圏の様々な事柄に対する知識を教授することにより、豊

かな教養を有し国際社会に貢献しうる自立した人材を養成する。 

 

〇イベロアメリカ言語学科 

多文化共生が求められる社会情勢のなかで、高度の専攻地域言語（スペイン語、ポルトガル語）の運用能力を身につけさせると共に英語運用能力

養成にも力を注ぎ、また、言語としての専攻地域言語及び同言語圏の様々な事柄に対する知識を教授することにより、豊かな教養を有し国際社会

に貢献しうる自立した人材を養成する。 

 

〇国際コミュニケーション学科 

多文化共生が求められる社会情勢のなかで、高度の英語運用能力を身につけさせると共に IT 関連の運用能力養成にも努め、豊かな教養を有し

真のコミュニケーション能力を身につけた国際社会に貢献しうる自立した人材を養成する。 
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